
 

 

 

 

 

 

 ６月２７日（金）、２年生が広島平和学習を行いました。今年は戦後８０年を迎える年です。
１９４５年に人類史上初となる原爆が投下された広島。被爆を体験した街だからこそ、平和を願
う気持ちを強く発信しています。平和記念公園を実際に訪れた生徒は、平和の尊さを感じとって
帰校しました。併せて、班別自主研修も行い、来たる修学旅行に備えました。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
 ７月２日（水）、萩市社会福祉協議会事務局長の山本真琴様 
を講師にお招きして、災害ボランティア講演会を行いました。 

近年、災害ボランティア活動をスムーズに進めるための拠点と 
して「災害ボランティアセンター」が設置されるようになり、 
被災地域の社会福祉協議会が運営を行っています。平成２５年 
７月２８日に萩市東部を襲った集中豪雨で、実際に運営を担当 
された山本様は、当時の記録写真や動画などを見せてくださり、 
自分たちにできることがあり、できることから始めてほしいと 
話されました。 
 
 
 
 ７月３日（木）、吉兼健一様を講師に、３年生が税金の役割、公平な税金の集め方などについ
て学びました。生徒には、「ある食事会の費用が１万円かかりました。みなさんなら、どうやっ

て負担しますか？」という問題が提示されました。 

【５人の参加者】 
Ａさん：大きな会社の社長で、お金持ちです。 
Ｂさん：たくさん食べて、たくさん飲みます。 
Ｃさん：お年寄りで、年金暮らしです。 
Ｄさん：ものすごい資産家ですが、働いていません。 
Ｅさん：子どもで、お家のひとから小遣いをもらってます。 

「お金持ちのＡさんが払う」というのが、所得税の考え方です。「資産家のＤさんが払う」と
いうのが、相続税や固定資産税の考え方です。「たくさん食べたＢさんが払う」というのが、消
費税の考え方です。「割り勘」というのが、地方税の考え方です。「お年寄りや子どもの負担は
少なく」というのが、世代間での公平という考え方です。生徒は、公平に税金を負担するために、
いろんな考え方が採用されていることを学ぶことができました。 
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 ７月４日（金）、学校運営協議会の委員の皆様が見守る中、 

全校生徒が一堂に会して生徒総会を開きました。令和６年度 
の活動報告、令和７年度の活動計画・専門委員会の取組につ 
いて説明・承認の後、「メリハリのついた学校を送るために 
私たちができること」、「周防大島中学校オリジナルキャラ 
クター」について討議が行われました。本年度の生徒会スロ 
ーガンに「改 ～巻き起こせ！周防中革命！～」を掲げて 
３ヶ月が経ちました。その実現に向けて、気持ちを新たにす 
るよい機会になったと思います。また、オリジナルキャラク 
ターは、母校である周防大島中学校への愛着が一層深まるよい発案だと思います。よりよい学校
にしていこうとする生徒の姿を見ることができ、これからの学校生活が楽しみです。 
 

 
 
 ７月５日（土）、本年度初の試みとして、起業家教育講演会、学校保健安全委員会の発表、 
親子ふれあいスポーツ大会を行いました。当日は５０名を越える保護者の皆様にご来校いただ
きました。 

 起業家教育講演会では、株式会社エシカルバンブー代表 
取締役の田澤恵津子様を講師にお招きしてご講演をいただき 
ました。田澤様は、まだ起きていない未来を想像し、実現で 
きる未来を考えることで今の会社を立ち上げられたそうです。そして、 
「ブレない生き方をするために可視化する」、「チャレンジ 
することで経験値を上げる」、「小さなできるを積み重ねる 
ことが、大きなできるにつながる」ことなど、田澤様の生き 

様から大切にしたいことをたくさん学ぶことができました。 
 学校保健安全委員会では、保健委員会の生徒が「規則正しい生活をしよう」と題して発表を行
いました。アンケート結果から、生活リズムの中で睡眠に課題があるとの報告がありました。 
十分な睡眠は健康面、学習面によい効果をもたらすので、ぜひ心がけてほしいと思います。 
 親子ふれあいスポーツ大会では、クラス対抗の綱引きを行いました。気軽な気持ちで臨んだ綱
引きでしたが、いざ笛が鳴ると渾身の力で綱を引き合い、熱戦が繰り広げられました。生徒、教
職員、保護者の皆様が力を合わせる姿はとても素敵で、笑顔があふれる和やかな時間となりまし
た。ご参加いただきました保護者の皆様、大変ありがとうございました。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 また、会の終わりには、久賀の土曜夜市でかき氷店の出店を 
予定しているアフタースクールプロジェクトの生徒から、販売 
練習を兼ねてかき氷がふるまわれました。氷やシロップの分量、 
手順を確認しながら、本番に向けて準備しました。土曜夜市 
当日は、皆様のお越しをお待ちしております。美味しいかき氷 
を堪能していただければと思います。 


